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昨年度の実㊶では㸪,&7 を活⏝した情ሗ཰㞟やᩚ理に意ḧ的に取り

組む姿が見られた一方で㸪子ども自㌟の実ឤや関ᚰが学びの中ᚰから

እれてしまい㸪学びが⾲ᒙ的にとどまるഴ向が見られた㸬このような

⤒㦂から㸪教ᖌは学びの出発点をどこに⨨くのかというၥいをᨵめて

見つめ直すᚲせ性をឤじていた㸬 

㏆年㸪子ども自㌟のၥいから出発するಶ別最㐺の実㊶がὀ目されて

いるが㸪୚えられたᯟ組みの中で最㐺ゎを導くၥ題ゎỴᆺの構造をಖ

ᣢしている㸬これに対し㸪本部会では㸪様々な関係の中で課題が⏕成

され㸪意࿡が創出されていく⏕成的ࢭࣟࣉスࡑのものを౯್࡙けると

ともに㸪 ࡑの⏕成が⏕㉳するための関係的࣭അ発的⎔ቃの࢖ࢨࢹンを

重どした㸬ࡑこで㸪学びをあらかじめ定められた課題のゎỴとして捉えるのではなく㸪❧ちどまりやഅ発的

な出᮶஦をྵみながらᒎ開していく㐣程ࡑのものを「᪑」として఩⨨࡙けた㸬 

なお㸪本校において࢝ࣞン࣭ࢻࢵࣛࣂの࢚ー࢙ࢪンࣕࢩル࣭ࣜア࣒ࣜࢬのど点が参↷されるようになった

⫼ᬒには㸪本部会が提案した６᭶のබ開研究授業にある㸦ヲ⣽は㸪「ඣ❺教育 ��」の２学年部会のሗ࿌を参↷され

たい㸧㸬当ヱබ開研究授業では㸪ᅗ⏬ᕤసによる実㊶をᇶに㸪ᒸ༡㸦����㸧による「子ども理ゎ」やಖ育グ

㘓に関するゝཬを引⏝しながら㸪子どもや学びをே࣭≀࣭⎔ቃとの関係の中で捉え直すど点を提案した㸬ࡑ

の⤖果㸪子どもや学びを関係の中で捉えるど点が全校でඹ᭷されるようになり㸪௚学年にもᗈがった㸬 

一方で㸪本部会では㸪≉定の理ㄽを研究の㉳点として実㊶を構想したり㸪理ㄽを前提として子どもの姿を

᳨ドしたりする❧場は取らࡎ㸪日々の実㊶の中で⏕㉳していた子どもの姿や⤒㦂ࡑのものを出発点として研

究を進めてきた㸬 本部会では㸪理ㄽのጇ当性を♧すことを目的とするのではなく㸪子どもたちがఱにゐれ㸪

ఱに❧ちどまり㸪どのような対話や⤒㦂を重ねていたのかという実㊶の具体を㉳点に考ᐹを行っていく㸬 

㸰 άືのᐇ㝿 

㸦㸯㸧ࠕ᪑ࡿࡍ学びࠖのࣥ࢖ࢨࢹ 

本実㊶は㸪㐌１回２࣐ࢥ㸦ィ��分㸧の学⩦時間を設定して行った㸬 

子どもに㐺した時間として㸪 前༙��分をࢢルーࣉでの活動㸪後༙��

分をྛ学⣭でのࡩり㏉りとඹ᭷の時間として設定した㸬 

教ᖌは㸪子どもの関ᚰや学びの道➽をண見して㸪学⣭をゎ体し㸪新た

に「うまれる」「ࡄるࡄる」「つかう࣭なくす」「あらわす」という㸲

つの᪑のࢸー࣐を提♧した㸬ඣ❺は㸪自㌟の関ᚰにᛂじて᪑㸦ࢢルーࣉ㸧

を㑅ᢥした㸬ྛ 体ࢻール࢕ࣇのၥいや実ឤを኱ษに㸪実体㦂やࣉルーࢢ

㦂を通して㸪自↛࣭社会࣭㣗࣭アートなどの関係の中で学びが⏕成され

ていく㐣程を࿡わうことをねらいとした㸬 

当ึの活動では㸪昨年からの⤒㦂や㸲᭶の校እ学⩦を⤒て㸪⏕き≀や

⎔ቃのつながりを⫙でឤじたことを㉳点に㸪ྛ自の⯆࿡にᛂじた学び

へ㸪さらにはࡑの⯆࿡をඹにする小㞟ᅋの学びへとᒎ開した㸬 

このうち㸪「ࡄるࡄる」ࢢルーࣉ㸪「つかう࣭なくす」ࢢルーࣉの実

㊶を取り上げる㸬 
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㸦㸰学ᖺのࠕ学びのᒚṔ䛃䠈せ㡯㼜㻚 㻝㻡㻜ཧ↷䠅 

㸦㸰㸧ࠖࡿࡄࡿࡄࠕの᪑  

では㸪「౑わなくなったものを㸪もう一度౑えないか」というၥいから活動がጞまࣉルーࢢ「るࡄるࡄ」

った㸬当ึは㸪ఱをしようかとᶍ⣴する≧ἣが⥆いていたが㸪校እ学⩦の⤒㦂を元に㸪自分たちが関ᚰをᣢ

ったことを対話することで㸪ಶ々の関ᚰがᣲげられ㸪まࡎはやってみようとྛ々が動き出すこととなった㸬

活動が進むにつれて㸪ẁ࣎ールやᕸ㸪 ∵ஙࢡࢵࣃ㸪ࣛࣉࢵのⰺ㸪࣌ࢵト࣎トルなど㸪㌟の回りの⣲ᮦを前

に㸪「これで࢞ࣕࢳ࢞ࣕࢳをసろうよ」「ᕸでス࢝ートసりたい」と㸪ࡑれぞれがᛮいついたことをཱྀにし

ながらᡭを動かすようになっていた㸬また㸪ㄡかがసっている様子を見て㸪「ࡑれᴦしࡑう」「じࡷあ㸪も

っと኱きいのをసりたい㸟」とኌをかけ合い㸪活動はさらにᗈがっていった㸬 

ձ࡚ࡗࢀࡑࠕ㸪ࠖ͐࠺ࢁࡔࢇ࡞࠺࡝ � άືの೵Ṇࠕࡾࡼ࡟ᚠ⎔ࠖ࠺࠸࡜ၥࡳ⏕ࡀ࠸ฟࡿࢀࡉ ̽

２学ᮇにධり㸪学年活動でὶしࡑうめんを行うことがỴまり㸪ࢢルーࣉではࡑのうちὶしࡑうめんのྎを

సることになった㸬どのようなὶしྎにするか話し合ったところ「࣌ࢵト࣎トルがいいよ」「∵ஙࢡࢵࣃは

Ỉにᙉいし㸪ࣜࢡ࢖ࢧルできる」とኌがᣲがり㸪ࡑれぞれᗫᮦを㞟めてὶしྎをసりጞめた㸬また㸪「࢝ࣛ

ー࣌ンでࢥースにᶍ様をᥥこう」という意見も出たが㸪「࣌ンでᥥいたらࣜࢡ࢖ࢧルできなくなるんじࡷな

い㸽」というኌに㸪子どもたちは❧ちどまって考え㸪࣌ࢵト࣎トルをࡑのまま౑うことにした㸬 

上㏙した対話がきっかけとなり㸪学年活動後には分別やࣜࢡ࢖ࢧルの௙組みをㄪべたいという子どもが出

てきた㸬「ࡄるࡄるするために㸪わざわざ࣌ࢵト࣎トルを㈙ったんだよね㸪ࡑれってどうなんだろう」とい

うኌや「࣌ࢵト࣎トルを౑わない方ἲはないかな」などのኌから㸪ࢢルーࣉ全体で話し合いをすることとな

った㸬子どもたちは㸪学年活動をࡩり㏉りながら㸪࣌ ト࣎トルを౑うこと自体についても見つめ直し㸪「ᚠࢵ

⎔」というࢢルーࣉ全体のၥいが⏕み出されていった㸬 

ղࠖ͐ࡶࡑࡶࡑࠕ  � Ꮚࡶ࡝のࣜ࡞ࣝ࢔ᐇឤࡽ࠿ၥ࠸のྥࡀࡁኚࡃ࠸࡚ࡗࢃ �  

の活動を通して㸪子どもたちは「౑わなくなったものをఱかにసり変える」という⾲ᒙ的な⤒㦂ࣉルーࢢ

にとどまらࡎ㸪「ࡑもࡑもࡑれはどこから᮶て㸪どこへ行くのか」「౑うとはどういうことなのか」とၥい

を深めていく⤒㦂を重ねていった㸬ものをసりながらᡭを動かす中で一度❧ちṆまり㸪ㄪべたり考え直した

りする㐣程は㸪子ども自㌟が㐪࿴ឤをᡭがかりにၥい直していった⤖果であったと捉えている㸬 

≉に༳㇟的であったのは㸪ᤞてられたものを「どう౑うか」から㸪「ࡑもࡑも౑わなくてもよいのではな

いか」というど点が動いていった点である㸬これは㸪ṇゎに導かれたというよりも㸪実際の活動や対話を通

して㸪ၥいの向きが変わっていった⤒㦂であったとࡩり㏉る㸬ࡑの㐣程で㸪࣑ࢦ⟽の中をのぞいたり㸪分別

の௙組みをㄪべたりする姿が見られ㸪㌟㏆な⏕活と社会の௙組みとが子ども自㌟の実ឤとして⤖びついてい

った㸬 

ճࣉ࣮ࣝࢢ �  ࠖࡡࡔࡿࡄࡿࡄࠊ࡚ࡗࢀࡑࠕのၥࡀ࠸学ᖺの୰を⾜ࡁ஺࠺ � 

また㸪「ࡄるࡄる」ࢢルーࣉの実㊶は㸪௚のࢢルーࣉと直᥋的に活動をともにすることはなかったものの㸪

学年全体でのඹ᭷や対話の時間を通して㸪☜かに㡪き合っていた㸬ࢢルーࣉ活動の後の教ᐊの対話での分か

ち合いの場では㸪「ࡑれはࡄるࡄるの考え方だね」「ࡑのど点㸪௚の᪑でも౑えࡑうだね」といったやり取

りが஺わされ㸪子どもたちは自分たちの活動を学年全体の中で఩⨨࡙け直していた㸬こうした⤒㦂は㸪௚の

㸱ࢢルーࣉと同様に㸪「ࡄるࡄる」ࢢルーࣉの活動がᏙ❧して❧ち上がったものではなく㸪学年の中を行き

஺う一部であることを㸪子どもも教ᖌもともに実ឤするᶵ会となっていた㸬 

㸦㸱㸧ࠖࡍࡃ࡞࣭࠺࠿ࡘࠕの᪑   

ձࢇࡵ࠺ࡑをసࡾ㸪ᰁࡿࡵ  � 㣗ࡿࡀ࡞ࡘࡀ⌧⾲࡜ � 

「つかう࣭なくす」ࢢルーࣉの活動は㸪「やってみたいことを⫈き合う」ことからጞまり㸪日ᖖ⏕活はも

ちろん㸪さまざまな学年行஦と⤖びつきながらᒎ開していった㸬㸷᭶には「えがく'$<」㸦活動を子どもや

ಖㆤ者と分かち合う会㸪ὶしࡑうめん㸧をすることになった㸬ࡑの㯝࡙くりのึᮇẁ㝵では㸪ࣞࣆࢩを参考

にしながら⏕ᆅをసったが㸪Ỉの㔞をධれすࡂてしまい㸪⏕ᆅがまとまりにくくなる場面があった㸬ࡑの際㸪

子どもの一ேが⏕ᆅを指につけて引きఙࡤし㸪「ඛ⏕㸪見て㸟のびてるよ㸟」とኌを上げた㸬この発話をき

っかけに㸪࿘ᅖの子どもたちもぶ指とேᕪし指の間で⏕ᆅをఙࡤし㸪ࡑのឤゐや変化を☜かめていた㸬 
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２学ᮇにධり㸪学年活動でὶしࡑうめんを行うことがỴまり㸪ࢢルーࣉではࡑのうちὶしࡑうめんのྎを

సることになった㸬どのようなὶしྎにするか話し合ったところ「࣌ࢵト࣎トルがいいよ」「∵ஙࢡࢵࣃは

Ỉにᙉいし㸪ࣜࢡ࢖ࢧルできる」とኌがᣲがり㸪ࡑれぞれᗫᮦを㞟めてὶしྎをసりጞめた㸬また㸪「࢝ࣛ

ー࣌ンでࢥースにᶍ様をᥥこう」という意見も出たが㸪「࣌ンでᥥいたらࣜࢡ࢖ࢧルできなくなるんじࡷな

い㸽」というኌに㸪子どもたちは❧ちどまって考え㸪࣌ࢵト࣎トルをࡑのまま౑うことにした㸬 

上㏙した対話がきっかけとなり㸪学年活動後には分別やࣜࢡ࢖ࢧルの௙組みをㄪべたいという子どもが出

てきた㸬「ࡄるࡄるするために㸪わざわざ࣌ࢵト࣎トルを㈙ったんだよね㸪ࡑれってどうなんだろう」とい

うኌや「࣌ࢵト࣎トルを౑わない方ἲはないかな」などのኌから㸪ࢢルーࣉ全体で話し合いをすることとな

った㸬子どもたちは㸪学年活動をࡩり㏉りながら㸪࣌ ト࣎トルを౑うこと自体についても見つめ直し㸪「ᚠࢵ

⎔」というࢢルーࣉ全体のၥいが⏕み出されていった㸬 

ղࠖ͐ࡶࡑࡶࡑࠕ  � Ꮚࡶ࡝のࣜ࡞ࣝ࢔ᐇឤࡽ࠿ၥ࠸のྥࡀࡁኚࡃ࠸࡚ࡗࢃ �  

の活動を通して㸪子どもたちは「౑わなくなったものをఱかにసり変える」という⾲ᒙ的な⤒㦂ࣉルーࢢ

にとどまらࡎ㸪「ࡑもࡑもࡑれはどこから᮶て㸪どこへ行くのか」「౑うとはどういうことなのか」とၥい

を深めていく⤒㦂を重ねていった㸬ものをసりながらᡭを動かす中で一度❧ちṆまり㸪ㄪべたり考え直した

りする㐣程は㸪子ども自㌟が㐪࿴ឤをᡭがかりにၥい直していった⤖果であったと捉えている㸬 

≉に༳㇟的であったのは㸪ᤞてられたものを「どう౑うか」から㸪「ࡑもࡑも౑わなくてもよいのではな

いか」というど点が動いていった点である㸬これは㸪ṇゎに導かれたというよりも㸪実際の活動や対話を通

して㸪ၥいの向きが変わっていった⤒㦂であったとࡩり㏉る㸬ࡑの㐣程で㸪࣑ࢦ⟽の中をのぞいたり㸪分別

の௙組みをㄪべたりする姿が見られ㸪㌟㏆な⏕活と社会の௙組みとが子ども自㌟の実ឤとして⤖びついてい

った㸬 

ճࣉ࣮ࣝࢢ �  ࠖࡡࡔࡿࡄࡿࡄࠊ࡚ࡗࢀࡑࠕのၥࡀ࠸学ᖺの୰を⾜ࡁ஺࠺ � 

また㸪「ࡄるࡄる」ࢢルーࣉの実㊶は㸪௚のࢢルーࣉと直᥋的に活動をともにすることはなかったものの㸪

学年全体でのඹ᭷や対話の時間を通して㸪☜かに㡪き合っていた㸬ࢢルーࣉ活動の後の教ᐊの対話での分か

ち合いの場では㸪「ࡑれはࡄるࡄるの考え方だね」「ࡑのど点㸪௚の᪑でも౑えࡑうだね」といったやり取

りが஺わされ㸪子どもたちは自分たちの活動を学年全体の中で఩⨨࡙け直していた㸬こうした⤒㦂は㸪௚の

㸱ࢢルーࣉと同様に㸪「ࡄるࡄる」ࢢルーࣉの活動がᏙ❧して❧ち上がったものではなく㸪学年の中を行き

஺う一部であることを㸪子どもも教ᖌもともに実ឤするᶵ会となっていた㸬 

㸦㸱㸧ࠖࡍࡃ࡞࣭࠺࠿ࡘࠕの᪑   

ձࢇࡵ࠺ࡑをసࡾ㸪ᰁࡿࡵ  � 㣗ࡿࡀ࡞ࡘࡀ⌧⾲࡜ � 

「つかう࣭なくす」ࢢルーࣉの活動は㸪「やってみたいことを⫈き合う」ことからጞまり㸪日ᖖ⏕活はも

ちろん㸪さまざまな学年行஦と⤖びつきながらᒎ開していった㸬㸷᭶には「えがく'$<」㸦活動を子どもや

ಖㆤ者と分かち合う会㸪ὶしࡑうめん㸧をすることになった㸬ࡑの㯝࡙くりのึᮇẁ㝵では㸪ࣞࣆࢩを参考

にしながら⏕ᆅをసったが㸪Ỉの㔞をධれすࡂてしまい㸪⏕ᆅがまとまりにくくなる場面があった㸬ࡑの際㸪

子どもの一ேが⏕ᆅを指につけて引きఙࡤし㸪「ඛ⏕㸪見て㸟のびてるよ㸟」とኌを上げた㸬この発話をき

っかけに㸪࿘ᅖの子どもたちもぶ指とேᕪし指の間で⏕ᆅをఙࡤし㸪ࡑのឤゐや変化を☜かめていた㸬 
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また㸪活動後のఇみ時間に㸪ᰁめ≀の本をᣢってきた子ども

が教ᖌに向かって「これでࡑうめんにもⰍつけられないかな࠵

͐㸬ὶしࡑうめんでⰍのついたࡑうめんがὶれてきたら㸪みん

なびっくりするんじࡷない」とㄒる場面があった㸬教ᖌはࡑの

本を一⥴に見ながら㸪どのような⣲ᮦであれࡤⰍが出ࡑうか㸪

౑った後の⣲ᮦをどのようにᢅうかについて子どもとともに

考えた㸬後日の活動では㸪⋢ねࡂの⓶を↻出したỒでࡑうめん

をᰁめると㸪市㈍のࡑうめんが㉥ⲔⰍにᰁまり㸪子どもたちは

Ⰽやにおいの変化を☜かめていた㸬 

さらに㸪別の⣲ᮦを試した際には㸪ࡺでỒのⰍが変化する様

子を見て㸪「これでᕸもᰁまるかな」とつぶやく子どもがいた㸬

㏆くにあった୙⧊ᕸや⣬を実際にᰁめてみると㸪「㟷くなった」

「でも㸪しࡰったらⓑくなった」と⤖果をẚべながら話し合う

姿が見られた㸬このように㸪一つの活動がḟの試みへと㐃なり㸪

㣗と⾲⌧が自↛につながっていき㸪㌟㏆な⣲ᮦを↻出すことで

Ⰽやにおいが⏕まれる⤒㦂や㸪ࡑの⤒㦂がᕸᰁめなど別の活動

へと横᩿的にᗈがっていく様子が見られた㸬 活動では㸪⤖果よ

りも㐣程に౯್が⨨かれ㸪⣲ᮦにゐれ㸪変化をឤじ取る一つ一

つの⤒㦂が㸪ḟの活動につながっていた㸬 

ղࡣ࡜ࠖࡉࡋ࠸࠾ࠕ㸽   

 ̽ ࠸ฟ఍࡞のከᵝ࡜⣲ᮦ࠸࡞ࡋ࡟‽をᇶࡅࡔࠖࡉࡋ࠸࠾ࠕ �

学校に⏕えているどくだみを↦じてసったどくだみⲔを㣧ん

だ際には㸪「さいしࡻはにがいけど㸪あとからあまい」「ࡐんぶ

はのめない」といった率直なឤ想が⪺かれた㸬࿡ჯసりでは㸪「ね

ちࡷねちࡷして㸪ᡭがかࡺい」「このなっとうみたいなにおい㸪

ちࡻっとにがて」とㄒる子どももおり㸪ᚲࡎしもᚰᆅよいとはゝ

えないឤぬに対しても㸪自分のឤぬに向き合い㸪ゝ ⴥにする⤒㦂

が✚み重ねられていた㸬 

また㸪ㄪ理後に出た⓶やⴥをࢥン࣏ストにධれる活動では㸪「こ

こにධれたらどうなるの」「あ㸪なんかへんなにおいがする」と

いったつぶやきが⪺かれた㸬しࡤらくしてࢥン࣏ストの中からⱆ

が出た際には㸪「すてたのに㸪また出てきた」と㦫きをもってほ

ᐹする姿が見られ㸪㣗べ≀のᚠ⎔を実ឤとして捉えている様子

がうかがえた㸬  

これらの活動を通して㸪子どもたちは࿡やにおい㸪ᡭゐりと

いった஬ឤをᙉくാかせていた㸬ᚲࡎしもᚰᆅよいとはゝえないឤぬに対しても㸪率直なゝⴥで཯ᛂし㸪自

分のឤぬに向き合う姿が見られた㸬こうした⤒㦂は㸪「おいしさ」だけをᇶ‽にしない㸪⣲ᮦとの多様な出

会いをྍ⬟にしていた㸬 

ճࠕண ୙ྍ⬟࡞ᒎ㛤をᴦࡋむ᪑࡚ࠖࡋ࡜㛵ࡿࢃ � ᩍᖌのኚᐜ ̽ 

子どもの姿を通して㸪教ᖌ自㌟の関わり方にも変化が⏕じた㸬᏶成や成果をࢦールに設定するのではなく㸪

子どもとともにண ୙⬟なᒎ開をᴦしむ「᪑」として活動に⮫むことで㸪教ᖌもまた⣲ᮦや出᮶஦に向き合

い㸪㦫きや㏞いをඹ᭷する存ᅾとなっていった㸬 

「つかう࣭なくす」の᪑は㸪㣗を題ᮦとしながらも㸪子どもたちが自分のឤぬやୡ⏺との関係を見つめ直

す時間であった㸬やってみること㸪ឤじること㸪❧ちṆまり考えることをྵんだ⤒㦂の✚み重ねが㸪意࿡⏕

成のࢭࣟࣉスとして❧ち上がっていた点に㸪本実㊶の意⩏があると考える㸬 

ᅗ�    ᩍᖌࡀᐇ㝿ࢇࡵ࠺ࡑ࡟のᢏ⾡を⫋ேࡽ࠿ 

学び㸪ఱᗘࡶヨసを㔜࡚ࡡసᡂࢩࣞࣝࢼࢪࣜ࢜ࡓࡋ

 ࣆ

ᅗ�    ⤥㣗の⋢ࡂࡡの⓶を↻ฟࢇࡵ࡚ࡋをࡿ࡛ࡺ 

ᅗ�   ࡓ࡛ࡺ኱㇋を₽ࡍ㸦࿡ჯసࡾ㸧 

㸲 ௒ᖺᗘのᐇ㊶をࠕ �  ࡿ࠼࠿ࡾࡩ᪑ࡿࡍ学びࠖࡣ࡜ � 

㸦㸯㸧  ࢫࢭࣟࣉ学びの⏕ᡂࡓࡋࡊ᰿࡟㦂⤒࡞ࣝ࢔ࣜ

本実㊶における学びは㸪「やってみる」ことからጞまり㸪実際にゐ

れ㸪࿡わい㸪ࡑの⤒㦂を分かち合い㸪ࡩり㏉り㸪再びやってみるとい

うᚠ⎔的なࢭࣟࣉスの中で⏕成されていた㸬この一㐃の㐣程におい

て㸪子どもたちがある᪤存の知㆑を一方的に受け取るのではなく㸪

子どもたちがࣜアルにឤじるឤぬや体㦂から意࿡が❧ち上がってい

た点に㸪本実㊶の≉ᚩがある㸬 

子どもたちの学びの中には㸪「なんかやってみたいな」という៿

れや㸪「ちࡻっとやってみるか」という㌟㍍な取りかかりが㝶ᡤに

見られた㸬やってみた後には㸪「どうだったか」をࡩり㏉り㸪分かち

合う時間がಖ㞀され㸪ࡑれが「またやりたいな」「こんどはちがうの

をやりたいな」というḟの㑅ᢥやᒎ開につながっていた㸬このよう

な課題⏕成の⫼ᬒには㸪教ᖌがあらかじめ課題やࢦールをᅛ定せࡎ㸪

子どもとともに᥈究を⥆ける存ᅾとして関わっていたことがある㸬

教ᖌ自㌟も「ఱかおもしろいな」とឤじながら子どもと同じ᪑に参

ຍしていた点が㸪学びをᨭえる重せなせ⣲であった㸬 

㸦㸰㸧 ከᵝ࡞௚⪅ࡀ஺ᕪࠕࡿࡍ᪑ࡿࡍ学びࠖの⎔ቃࡿࡀୖࡕ❧ࡀ  

本実㊶では㸪教ᐊෆに㛢じた学びではなく㸪ಖㆤ者やᆅ域のே々㸪

こどもᅬ関係者など㸪␗なる❧場のே々が஺ᕪする場としてᒎ開された㸬⏿の࣎ࣛン࢕ࢸアによるᨭ᥼にຍ

え㸪ྂ⡿࣭ྂྂ⡿の㣗べẚべや⡿⢊へのຍᕤ㸪኱学構ෆで᥇れたすももを౑ったࣗࢪースసり㸪当日᥇れた

㔝⳯でのₕ≀సりなど㸪ಖㆤ者参ほを通して学びのࢭࣟࣉスをඹ᭷するᶵ会も設けられた㸬こうした⤒㦂は㸪

話題をᾏእの⡿へとᗈげるなど㸪子どもたちの関ᚰをさらにᣑᙇしていた㸬 

また㸪学年ࣟࣇアにධるᡭ前の㋀り場には㸪教ᖌがస成した実㊶グ㘓や「しࡐんみつけ」で㞟めた⣲ᮦな

ど設え㸪子どもたちの⤒㦂や学びをྍど化した㸬毎㐌の活動はྛࢢルーࣉの担当教員がグ㘓し㸪ࡑの実㊶グ

㘓を学年会でඹ᭷することで㸪子どもたちの᪑がどのような意࿡をもって進んでいるのかについて㸪教ᖌ同

ኈが対話するᶵ会ともなっていた㸬これらのグ㘓は㸪子どもが自らの活動やᛮ考をいつでもࡩり㏉ることが

できる⎔ቃとしてᶵ⬟していた㸬このように㸪⎔ቃ㸪グ㘓㸪自↛㸪ᮦᩱ㸪子ども㸪ಖㆤ者㸪教ᖌ㸪࣋࢖ント㸪

こどもᅬ関係者などといった㸪多様な௚者が┦互にస⏝し㸪஺わる「᪑する学び」の⎔ቃが❧ち上がってい

た㸬 

㸳 ᵝ࡞ࠎ௚⪅࡜の㛵ಀの୰࡛学びࡑのࡶのࡀ⏕ᡂࡿࡅ⥆ࢀࡉ

多くのேや出᮶஦が᪑に参ຍする中で㸪子どもたちは㸪୚えられるだけのᾘ㈝者的な存ᅾから㸪試し㸪つ

くり出す㸪⏕⏘者的な存ᅾへと変ᐜしていった㸬ఱかをつくり出すᒎ開を自ら考えጞめる姿や㸪学校を㉺え

たே々との関わりによって㸪学びが一ᒙ㇏かになっていく様子がࡑのことを♧している㸬 

本実㊶を通して㸪子どもたちが㸪実際に≀஦にゐれ㸪ࡑのᡭざわりや変化㸪㐪࿴ឤをᡭがかりに㸪 ᴫ念

として≀஦をわかるのではなく㸪㌟体ឤぬを通して☜かめる⤒㦂が学びの出発点となり㸪ୡ⏺のࣜアࣜ࢕ࢸ

に㏕っていったことは኱きな成果である㸬これらの学びは㸪活動が直᥋的につながっていなくとも㸪分かち

合いの場を通して㸪ၥいやど点が学年ෆを行き஺い㸪㡪き合っていた点に本実㊶の≉ᚩがある㸬「᪑する学

び」は㸪༢に一つの活動ᡭἲとして఩⨨࡙けられるものではなく㸪 ஺わされた཭㐩とのやり取りや教ᖌと

の対話㸪⣲ᮦや⎔ቃなど㸪ࡦとやこと㸪もの㸪場㸪✵間など様々な௚者との関係の中で㸪学びࡑのものが⏕

成され⥆けるᅾり方として㸪本実㊶の中に具体的に❧ち上がっていた㸬 

本実㊶で❧ち上がったこの学びのᅾり方は㸪学年ෆにとどまらࡎ㸪今後㸪教科や学年を㉺えた実㊶へとᒎ

開していくど点をෆໟしていると捉えている㸬 㸦㊊❧࣭小἟࣭ୗ⬥࣭山㈡㸧 

࠙引⏝文⊩ࠚ ᒸ༡ឡ᲍㸬����㸬子ども学��㸪�����㸬ⴌ文᭩ᯘ㸬 

ᅗ�  Ꮨ⠇をឤࡾࡓࡌ㸪⮬ศࡕࡓのάືを 

 ࠼ሙのタࡾ㸪㋀ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡗ㏉ࡾࡩ

ᅗ�  ➉ࡽ࠿ὶࢇࡵ࠺ࡑࡋを㐃᝿ࡿࡍ 

 ࡿのぢࡿを๭➉ࡀࢇࡉᅬの⏝ົဨࡶ࡝ࡇ

㸦 㸧 
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また㸪活動後のఇみ時間に㸪ᰁめ≀の本をᣢってきた子ども

が教ᖌに向かって「これでࡑうめんにもⰍつけられないかな࠵

͐㸬ὶしࡑうめんでⰍのついたࡑうめんがὶれてきたら㸪みん

なびっくりするんじࡷない」とㄒる場面があった㸬教ᖌはࡑの

本を一⥴に見ながら㸪どのような⣲ᮦであれࡤⰍが出ࡑうか㸪

౑った後の⣲ᮦをどのようにᢅうかについて子どもとともに

考えた㸬後日の活動では㸪⋢ねࡂの⓶を↻出したỒでࡑうめん

をᰁめると㸪市㈍のࡑうめんが㉥ⲔⰍにᰁまり㸪子どもたちは

Ⰽやにおいの変化を☜かめていた㸬 

さらに㸪別の⣲ᮦを試した際には㸪ࡺでỒのⰍが変化する様

子を見て㸪「これでᕸもᰁまるかな」とつぶやく子どもがいた㸬

㏆くにあった୙⧊ᕸや⣬を実際にᰁめてみると㸪「㟷くなった」

「でも㸪しࡰったらⓑくなった」と⤖果をẚべながら話し合う

姿が見られた㸬このように㸪一つの活動がḟの試みへと㐃なり㸪

㣗と⾲⌧が自↛につながっていき㸪㌟㏆な⣲ᮦを↻出すことで

Ⰽやにおいが⏕まれる⤒㦂や㸪ࡑの⤒㦂がᕸᰁめなど別の活動

へと横᩿的にᗈがっていく様子が見られた㸬 活動では㸪⤖果よ

りも㐣程に౯್が⨨かれ㸪⣲ᮦにゐれ㸪変化をឤじ取る一つ一

つの⤒㦂が㸪ḟの活動につながっていた㸬 

ղࡣ࡜ࠖࡉࡋ࠸࠾ࠕ㸽   

 ̽ ࠸ฟ఍࡞のከᵝ࡜⣲ᮦ࠸࡞ࡋ࡟‽をᇶࡅࡔࠖࡉࡋ࠸࠾ࠕ �

学校に⏕えているどくだみを↦じてసったどくだみⲔを㣧ん

だ際には㸪「さいしࡻはにがいけど㸪あとからあまい」「ࡐんぶ

はのめない」といった率直なឤ想が⪺かれた㸬࿡ჯసりでは㸪「ね

ちࡷねちࡷして㸪ᡭがかࡺい」「このなっとうみたいなにおい㸪

ちࡻっとにがて」とㄒる子どももおり㸪ᚲࡎしもᚰᆅよいとはゝ

えないឤぬに対しても㸪自分のឤぬに向き合い㸪ゝ ⴥにする⤒㦂

が✚み重ねられていた㸬 

また㸪ㄪ理後に出た⓶やⴥをࢥン࣏ストにධれる活動では㸪「こ

こにධれたらどうなるの」「あ㸪なんかへんなにおいがする」と

いったつぶやきが⪺かれた㸬しࡤらくしてࢥン࣏ストの中からⱆ

が出た際には㸪「すてたのに㸪また出てきた」と㦫きをもってほ

ᐹする姿が見られ㸪㣗べ≀のᚠ⎔を実ឤとして捉えている様子

がうかがえた㸬  

これらの活動を通して㸪子どもたちは࿡やにおい㸪ᡭゐりと

いった஬ឤをᙉくാかせていた㸬ᚲࡎしもᚰᆅよいとはゝえないឤぬに対しても㸪率直なゝⴥで཯ᛂし㸪自

分のឤぬに向き合う姿が見られた㸬こうした⤒㦂は㸪「おいしさ」だけをᇶ‽にしない㸪⣲ᮦとの多様な出

会いをྍ⬟にしていた㸬 

ճࠕண ୙ྍ⬟࡞ᒎ㛤をᴦࡋむ᪑࡚ࠖࡋ࡜㛵ࡿࢃ � ᩍᖌのኚᐜ ̽ 

子どもの姿を通して㸪教ᖌ自㌟の関わり方にも変化が⏕じた㸬᏶成や成果をࢦールに設定するのではなく㸪

子どもとともにண ୙⬟なᒎ開をᴦしむ「᪑」として活動に⮫むことで㸪教ᖌもまた⣲ᮦや出᮶஦に向き合

い㸪㦫きや㏞いをඹ᭷する存ᅾとなっていった㸬 

「つかう࣭なくす」の᪑は㸪㣗を題ᮦとしながらも㸪子どもたちが自分のឤぬやୡ⏺との関係を見つめ直

す時間であった㸬やってみること㸪ឤじること㸪❧ちṆまり考えることをྵんだ⤒㦂の✚み重ねが㸪意࿡⏕

成のࢭࣟࣉスとして❧ち上がっていた点に㸪本実㊶の意⩏があると考える㸬 

ᅗ�    ᩍᖌࡀᐇ㝿ࢇࡵ࠺ࡑ࡟のᢏ⾡を⫋ேࡽ࠿ 

学び㸪ఱᗘࡶヨసを㔜࡚ࡡసᡂࢩࣞࣝࢼࢪࣜ࢜ࡓࡋ

 ࣆ

ᅗ�    ⤥㣗の⋢ࡂࡡの⓶を↻ฟࢇࡵ࡚ࡋをࡿ࡛ࡺ 

ᅗ�   ࡓ࡛ࡺ኱㇋を₽ࡍ㸦࿡ჯసࡾ㸧 

㸲 ௒ᖺᗘのᐇ㊶をࠕ �  ࡿ࠼࠿ࡾࡩ᪑ࡿࡍ学びࠖࡣ࡜ � 

㸦㸯㸧  ࢫࢭࣟࣉ学びの⏕ᡂࡓࡋࡊ᰿࡟㦂⤒࡞ࣝ࢔ࣜ

本実㊶における学びは㸪「やってみる」ことからጞまり㸪実際にゐ

れ㸪࿡わい㸪ࡑの⤒㦂を分かち合い㸪ࡩり㏉り㸪再びやってみるとい

うᚠ⎔的なࢭࣟࣉスの中で⏕成されていた㸬この一㐃の㐣程におい

て㸪子どもたちがある᪤存の知㆑を一方的に受け取るのではなく㸪

子どもたちがࣜアルにឤじるឤぬや体㦂から意࿡が❧ち上がってい

た点に㸪本実㊶の≉ᚩがある㸬 

子どもたちの学びの中には㸪「なんかやってみたいな」という៿

れや㸪「ちࡻっとやってみるか」という㌟㍍な取りかかりが㝶ᡤに

見られた㸬やってみた後には㸪「どうだったか」をࡩり㏉り㸪分かち

合う時間がಖ㞀され㸪ࡑれが「またやりたいな」「こんどはちがうの

をやりたいな」というḟの㑅ᢥやᒎ開につながっていた㸬このよう

な課題⏕成の⫼ᬒには㸪教ᖌがあらかじめ課題やࢦールをᅛ定せࡎ㸪

子どもとともに᥈究を⥆ける存ᅾとして関わっていたことがある㸬

教ᖌ自㌟も「ఱかおもしろいな」とឤじながら子どもと同じ᪑に参

ຍしていた点が㸪学びをᨭえる重せなせ⣲であった㸬 

㸦㸰㸧 ከᵝ࡞௚⪅ࡀ஺ᕪࠕࡿࡍ᪑ࡿࡍ学びࠖの⎔ቃࡿࡀୖࡕ❧ࡀ  

本実㊶では㸪教ᐊෆに㛢じた学びではなく㸪ಖㆤ者やᆅ域のே々㸪

こどもᅬ関係者など㸪␗なる❧場のே々が஺ᕪする場としてᒎ開された㸬⏿の࣎ࣛン࢕ࢸアによるᨭ᥼にຍ

え㸪ྂ⡿࣭ྂྂ⡿の㣗べẚべや⡿⢊へのຍᕤ㸪኱学構ෆで᥇れたすももを౑ったࣗࢪースసり㸪当日᥇れた

㔝⳯でのₕ≀సりなど㸪ಖㆤ者参ほを通して学びのࢭࣟࣉスをඹ᭷するᶵ会も設けられた㸬こうした⤒㦂は㸪

話題をᾏእの⡿へとᗈげるなど㸪子どもたちの関ᚰをさらにᣑᙇしていた㸬 

また㸪学年ࣟࣇアにධるᡭ前の㋀り場には㸪教ᖌがస成した実㊶グ㘓や「しࡐんみつけ」で㞟めた⣲ᮦな

ど設え㸪子どもたちの⤒㦂や学びをྍど化した㸬毎㐌の活動はྛࢢルーࣉの担当教員がグ㘓し㸪ࡑの実㊶グ

㘓を学年会でඹ᭷することで㸪子どもたちの᪑がどのような意࿡をもって進んでいるのかについて㸪教ᖌ同

ኈが対話するᶵ会ともなっていた㸬これらのグ㘓は㸪子どもが自らの活動やᛮ考をいつでもࡩり㏉ることが

できる⎔ቃとしてᶵ⬟していた㸬このように㸪⎔ቃ㸪グ㘓㸪自↛㸪ᮦᩱ㸪子ども㸪ಖㆤ者㸪教ᖌ㸪࣋࢖ント㸪

こどもᅬ関係者などといった㸪多様な௚者が┦互にస⏝し㸪஺わる「᪑する学び」の⎔ቃが❧ち上がってい

た㸬 

㸳 ᵝ࡞ࠎ௚⪅࡜の㛵ಀの୰࡛学びࡑのࡶのࡀ⏕ᡂࡿࡅ⥆ࢀࡉ

多くのேや出᮶஦が᪑に参ຍする中で㸪子どもたちは㸪୚えられるだけのᾘ㈝者的な存ᅾから㸪試し㸪つ

くり出す㸪⏕⏘者的な存ᅾへと変ᐜしていった㸬ఱかをつくり出すᒎ開を自ら考えጞめる姿や㸪学校を㉺え

たே々との関わりによって㸪学びが一ᒙ㇏かになっていく様子がࡑのことを♧している㸬 

本実㊶を通して㸪子どもたちが㸪実際に≀஦にゐれ㸪ࡑのᡭざわりや変化㸪㐪࿴ឤをᡭがかりに㸪 ᴫ念

として≀஦をわかるのではなく㸪㌟体ឤぬを通して☜かめる⤒㦂が学びの出発点となり㸪ୡ⏺のࣜアࣜ࢕ࢸ

に㏕っていったことは኱きな成果である㸬これらの学びは㸪活動が直᥋的につながっていなくとも㸪分かち

合いの場を通して㸪ၥいやど点が学年ෆを行き஺い㸪㡪き合っていた点に本実㊶の≉ᚩがある㸬「᪑する学

び」は㸪༢に一つの活動ᡭἲとして఩⨨࡙けられるものではなく㸪 ஺わされた཭㐩とのやり取りや教ᖌと

の対話㸪⣲ᮦや⎔ቃなど㸪ࡦとやこと㸪もの㸪場㸪✵間など様々な௚者との関係の中で㸪学びࡑのものが⏕

成され⥆けるᅾり方として㸪本実㊶の中に具体的に❧ち上がっていた㸬 

本実㊶で❧ち上がったこの学びのᅾり方は㸪学年ෆにとどまらࡎ㸪今後㸪教科や学年を㉺えた実㊶へとᒎ

開していくど点をෆໟしていると捉えている㸬 㸦㊊❧࣭小἟࣭ୗ⬥࣭山㈡㸧 

࠙引⏝文⊩ࠚ ᒸ༡ឡ᲍㸬����㸬子ども学��㸪�����㸬ⴌ文᭩ᯘ㸬 

ᅗ�  Ꮨ⠇をឤࡾࡓࡌ㸪⮬ศࡕࡓのάືを 

 ࠼ሙのタࡾ㸪㋀ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡗ㏉ࡾࡩ

ᅗ�  ➉ࡽ࠿ὶࢇࡵ࠺ࡑࡋを㐃᝿ࡿࡍ 

 ࡿのぢࡿを๭➉ࡀࢇࡉᅬの⏝ົဨࡶ࡝ࡇ

㸦 㸧 

－ 30－ － 31－


